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いことを指摘している。その上で、国連において採択された 2030 年を目標とした SDGs
を達成するために、年間 30～372 億 USD もの追加的な資金が必要であるとされており、
水道事業においても、民間による投資が期待されている現状を明らかにしている。ま













































 第 7 章は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。  
 
  
氏 名 村 上 武 士 
 
（論文審査の結果の要旨） 










２． コンセッション契約の戦略的低価格入札（ Low Balling）に関する課題を理解す
るために、水道事業の特徴と契約条件の特殊性について分析するとともに、コン
セッショネアの利益追求行動と政府との関係をゲーム理論に基づきモデル化し、
入札時の提示条件、新規開発地域への接続条件が社会的厚生に及ぼす影響を理論
的に分析している。 
 
３． マニラ都市圏の水道コンセッション事業を対象として、戦略的低価格入札によ
り引き起こされた過少投資による社会的厚生の低下を評価するとともに、都市圏
開発による新規接続をめざした再交渉による入札条件の変更とそれに伴う事業
収益性の改善状況を財務データ等に基づき検証することにより、ゲーム理論を用
いて導出した理論的知見の有効性を実証的に検証している。 
 
本論文は、開発途上国における水道 PPP 事業における望ましいコンセッション方式
の入札・契約の構造に関して理論的・実証的に分析したものであり、学術上、実際上
寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あ
るものと認める。また、平成３１年２月２２日、論文内容とそれに関連した事項につい
て試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合
格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
